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第９２号議案 長崎市景観条例の一部を改正する条例
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１ 条例の改正理由

景観法の一部改正に伴い、関係条文の整理をする必要がある。

２ 条例の改正内容

長崎市景観条例における根拠法令として引用する景観法の関係条文を次の通り改正するもの。
（１)条例新旧対照表
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３ 施行期日

都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和８年法律第23号）の施行の日から施行する。

（２）景観法の改正概要

景観法改正後景観法改正前条項
都市再⽣特別措置法（特別措置法）において、建築物の増改築等の届出制度が創設され、
景観法と特別措置法の両法に基づく届出が必要となるが、⾏政⼿続きの効率化のため、
特別措置法に基づく届出のみとする。（景観法の届出を提出したものとみなす）

規定なし法第16条第7項

景観整備推進法⼈※1と建物所有者の協定に基づく景観再⽣事業※2が創設され、協定締結
の際は⾃治体が事業内容を確認のうえ認可を⾏うことから、同法⼈が建築物の増改築等
⾏う場合は、景観法に基づく届出・勧告等の規定は適⽤しない。

規定なし法第16条第8項第4号

※1 景観法に基づき、地域の良好な景観の形成を担う主体として⾃治体から指定される⺠間企業や⾮営利型法⼈などの団体で、建物所有者に代わって建造物の再⽣・活⽤を⾏うもの。
※2 建造物の⽼朽化等により良好な景観が損なわれている地域において、景観整備推進法⼈が景観計画に基づき建物等の所有者と協定を結び、所有者に代わってノウハウ等を活かし
て当該建物等の改修や利活⽤を⾏い、景観の再⽣を図ることができるようになるもの。

（３）景観条例の改正箇所

改正前改正後景観条例の⾒出し
法第16条第7項第11号法第16条第８項第12号届出等の適⽤除外⾏為



参考 景観法（抜粋）新旧対照表
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参考 都市再⽣特別措置法（抜粋）新旧対照表
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